

外来・通所チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成28年10月21日（金）　司会：小笠原香織　記録：小笠原香織・小嶋彩香

	小笠原
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	工藤
	藤田
	石渡
	斎藤

	○
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	研修
	業務
	業務
	研修
	業務

	馬場
	佐々木
	赤坂
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	業務
	業務
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日、職員旅行によりスタッフ数が少ないため、事故のないように留意してください。

・10/24（月）17時までにプログラムのテキストを担当者に提出してください。

・学術研究のパワーポイントの修正を24日中に小嶋まで提出してください。

［体験利用に関して］

・澤口　利香様･･･10/24（月）9：30～16：00体験利用を予定している。今後の利用についてはきまっていないため、本人に確認してください。

・坂本　秀男様･･･10/24、27、28の体験利用は、9：30～16：00。10/25は外出やケア会議のため9：30～11：00まで、10/26も外出があるため9：30～12：00までの体験利用となる予定。デイケアに慣れてきた様子があり、グループホームに入居する11月から正式に利用していくことを青山荘スタッフに提案。10/25ご家族様が青山荘に来るとのことで、その際にデイケアに寄っていただけるように伝言を頼んでいる。

＜利用者様情報＞

デイケア
・田名部　一樹様～「相談があります」とスタッフに声を掛けている。以前デイケアを利用していた男性が自転車事故に遭い、「そのきっかけ（チェーンが切れたこと）を俺がやったって言ってくるんです」と話している。自分も含め、他の友人もその方に対して、「被害妄想だよ」と伝えたが聞く耳を持たず、変わらず自分のせいにされているとのこと。被害妄想を抱かれる原因として、過去の言動を振り返ると、相手にきつく言うことや、真剣な話をしている時に相手にとっては茶化されたと思うような反応をしたことがあったとのことで、「気をつけます」と話している。

・古舘　ヨリ　様～来所してすぐに「帰ってもいい？」と話している。そう思った理由についてたずねると、「朝から下痢してるんだよ。薬飲んできたけど・・・帰ってもいい？」と答える。グループホームで体調を崩すとすぐに対応できないこともあるため、様子をみるように伝えている。午後も体調について確認していく。

・繁名　和恵　様～グループホームを出る前から幻聴が強いと話しており、来所してからも幻聴を訴え、頓服薬を服用し、対応している。その後は不調の訴えは無く、昼食準備も自ら手伝い、誉められると笑顔でいる。午後も幻聴や体調の変化について観察していく。

デイナイトケア
・古舘　正行　様～昨日帰荘後、表情の硬さや手指振戦見られている。喫煙後より「だーめ。だーめ」と独語しながらホール内をウロウロしており、落ち着きの無さ見られていたと情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、手指振戦、独語、落ち着きのなさは見られず、通常と変わりなく過ごしている。今後も様子観察していく。

・吉田　キクエ様～義歯の調子について、右下頬側床縁部が痛いと、指で痛い部位を触って話している。食事について「食べられないもん。歯医者に行く」と話している。上記内容を青風荘へ情報提供している。

＜外来情報＞

○植村　啓祐様：10/11より就労継続支援ラボーロ正式利用。3回/週（月、水、金）で利用。仕事内容は銅線加工をしている。

○松倉　健一様：特に変わりはなかった。空笑なし。

○横町　浩様：職業安定所からの求人を持参され「仕事に就こうと思う」と話す。主治医より就労支援チョコクッキーの利用開始が3月であった事からもう少しここで様子を見てからでも遅くはないのではないか？と本人へお伝えする。本人は返事をして診察室を後にしたが理解できているかは不明。デイケアスタッフにも相談してみる様アドバイスしている。

